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研究成果の概要（和文）：解離性同一性障害における複数人格を音声録音しSOFTware PRAATの基本周波数分析で
人格識別することが可能であった。PRAATの関係する要因を用いた個人を対象とする（nested)多値logistic回帰
分析および一般線形モデルを構築し、前者において0.5<odds ratio<1.0、後者において尤度比・LR統計量＞0.05
を一つの目安として、専門医にアクセスする対応方針で臨床研究をすすめ得る。薬剤使用時の客観指標として
MetaRNA(複数のRNA・mRNA分子種）測定モデルを作成し治療や研究の潜在的なnavigationを与え得る。anticiper
 de ja saisirを推唆。

研究成果の概要（英文）：It was possible to recognize personality by fundamental frequency analysis 
of SOFTware PRAAT by voice recording of multiple personality in dissociative identity disorder. A 
nested multivalued logistic regression analysis targeting individuals using PRAAT related factors 
and a general linear model were constructed, 0.5 <odds ratio <1.0 in the former, and likelihood 
ratio or LR statistic> 0.05 in the latter could be recommended as a guideline of clinical research 
with a response scale to access expert medical doctors. We can create Meta RNA (multiple RNA &
middot; mRNA molecular species) measurement model using the above-mentioned methodology as an 
objective index at the time of drug use and give potential navigation of medical & health care and 
research. Suggested anticiper de ja saisir via whole of this research.

研究分野： 小児社会医学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
YOU-TUBE に録音された解離性同一性障害
患者の音声分析を音声分析ソフト PRAAT に
より試行し、人格解離時の複数人格の音声識
別が可能であることを確認し、方法論や分析
方法について検討してきた。 
解離性同一性障害患者の症例数確保に困難
があり、この分野の第一人者である杉山登志
朗教授の協力を得て録音が可能な状況とな
ったため倫理委員会申請に取り組み研究を
進行する。録音音声数を増加する必要がある
と考えられた。 
 
２．研究の目的 
解離性同一性障害患者人格解離時の音声録
音を行い、音声認識ソフト PRAAT を用いて
人格解離時の人格毎の音声識別を行う。 
同時に、人格の交代が頻繁になると自殺等の
リスクが高まることから、音声の特徴を目標
として、地域の非専門家が専門医にアクセス
するための客観１０的でわかりやすいもの
さしを提示できないか、検討する。 
 
３．研究の方法 
３－１倫理申請を行い、予備的調査観察研究
の為に 10 例の性年齢一致対照を含む解離性
同一性障害患者にアクセスする。 
３－２下記４－１を受けて、 
＊1 ハイリスクグループへの低侵襲介入条件
及びと地域の非専門家が専門医にアクセス
するための客観的でわかりやすいものさし
について客観的検討を行う昨年報告した
nested logistic regression analysis 及び
nested 一般化線形モデルにおいて検討する
とともに REVIEW３）登載のリストより Health 
Assessment for Medical Access(HAMA=AA＝
Assessment for Access)の実際について検討
する 
＊2 上記の補助作業として対照群の音声処理
について、落語 DVD 音声処理プログラムを開
発する。 
＊3 精神変容をきたす薬剤負荷による解離状
況との相同相違寄与に関する基盤的方法論
について検討する 
 
４．研究成果 
４－１当初、解離性同一性障害患者の音声録
音が非侵襲とみなして倫理申請に取り組む
が、倫理申請過程で侵襲性の発生が予想され
ること及び倫理申請過程の指摘と別科研費
による海外調査を通じて、主治医の管理下の
みと記載していた音声録音条件を再検討す
ることとなった。ハイリスクグループへの低
侵襲介入と地域の非専門家が専門医にアク
セスするための客観的でわかりやすいもの
さしについて客観的検討を行うとともに精
神変容をきたす薬剤負荷による解離状況と
の相同相違寄与に関する基盤的方法論につ
いて検討することとなった。別科研費による
海外調査については、平成 28 年度厚生労働

科学研究費補助金障害者政策総合研究事業
外因死者遺族に対する効果的な心のケア実
践システムの構築（2014-2016 年度）報告書
澤口聡子：心のケアの質向上に向けた科学的
検証に関する研究 にて報告） 
 
４－１＊１ 
Logistic Regression Analysisの場合、人格
識 別 性 の 寄 与 に つ いて odds ratio で
0.5<x<1.0 で負の寄与を診ることは可能であ
り、この odds 比の領域を非専門家が専門医
に患者をアクセスさせる zonation と認識し
て今後臨床研究をすすめることは可能と思
われる。Health Assessment をとることが、
このようなハイリスクグループの患者の感
受性に耐え得るものでないことが香港にお
ける専門家ヒアリングで指摘されており、こ
のような場合、音声自動録音環境における
voice assessmentの臨床研究環境が整うこと
が望ましい。 
更に非線形分析を応用するとてこ ratio図示
により、一つの人体の中の複数人格の識別は
可能であり（学会発表-7）、他の多変量解析
（cluster解析・因子分析等）による treeや
因子分布等と同様であった。しかしこれらか
ら、この時点で地域の非専門家が専門医へ患
者をアクセスさせるためのものさしを見出
すことは困難であり、症例蓄積による
patterningが必要である。 
 
４－２＊２（東京都市大学京相が試行） 
録音された音声データから特定時間区間を
取り出し、さらにそこから特徴抽出を行う解
析を実施する目的で、解析プログラムを作成
した。使用した開発環境は音声解析ソフトウ
エア PRAATであり、プログラムは手動で設定
した解析区間のフォルマント解析であり、結
果としてらくごピッチ解析及び第１から第
４フォルマントまでのフォルマント解析結
果が数値として出力される。解析は、落語の
録音データについてこのプログラムを適用
することによりテストした。例えば、26 分
43 秒の一連の録音から、音声セグメントをそ
れぞれ、A:212,I:114,U:78,E:133,0:211 のよ
うに音毎に切り出してそれぞれフォルマン
ト解析を行い、各成分の分布を目視により評
価した。テストの結果、これまで確認されて
いるような分布が得られ、解析プログラムが
確実に動作していることを確認した。 
 
４－３＊３ 
Original Article4)5)6)10)にて検討、報告。 
種々関連薬物の分析手法については 4)5)6)
にて報告。10)においては、 
nested approach 等のデータ構造の統合によ
り潜在的可能性が反映されることがあり、そ
れらは非統合な分析結果に解釈を加えてサ
ポートする形に導くことが可能であった。一
研究事例の dataを再解析し、MetaRNA（複数
の RNA種）についても時間的に反復測定して



あるデータについて多値 nested approachが
有効で、研究や治療指針に navigating 効果
が見出し得ることが示唆された。更に、
nested approachの meta analysis への応用
可能性が示唆された。音節は 10 文字以上で
判定されることが望ましい。AIC を指標とす
ると、一般化線形モデルで SD 値を指標とす
るモデルの適合度が高く、一般化線形 model
は logistic regression modelよりデルの適
合度が高いことから、一般化線形 SD モデル
で尤度比・LR 統計量(>0.05)を一つの目安と
して今後臨床研究を試行することが可能と
思われる。（SAS 分析は澤口が施行） 
 
４－４．考察 
DSMVにおいては、従来の多重人格の概念でな
く、一つの人格の同一性障害という概念に変
化している。更に、YOUTUBE の解離性同一性
障害者音声、落語の音声分析と対照者の音声
分析・を通じて得られる印象から次のような 
新しい現象をここに推唆する。 
解離性同一性障害者であっても複数人格の
交代を自覚することは可能である。 
いわゆる de ja vu とは目前の光景を既知の
光景として感じるものであるが、これは音声
においても成立する可能性がある。更に音声
の場合には、今、耳にした音声が将来出会う
人の音声であることを予知する場合がある。
一人の人の対話音声が複数人格として感じ
られる場合、複数人格は集合無意識につなが
ており、一つの音声が一人の人を通して誰か
に伝えられることそのことが、その音声を有
する人の無意識が他者よりより近いことを
伝えている。本研究から最終的に推唆される
のは、anticiper de ja saisirともいうべき 
現象の存在であった。 
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